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“
た
か
し
ま
の
心
は
ひ
と
つ
”
を
合
言
葉

に
、
今
年
も
「
た
か
し
ま
市
民
ま
つ
り
」
の

計
画
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、「
つ
な
が
り
か
ら
絆
へ　
～
つ

な
が
り
か
ら
生
ま
れ
る
高
島
の
未
来
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
マ
キ
ノ
高
原
さ
ん
の
協
力
の
も

と
、「
ヨ
シ
た
い
ま
つ
祭
り
」
と
合
同
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
、
特
産
市
、

家
族
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
、
ヨ
シ
た
い
ま

つ
、花
火
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

そ
し
て
、
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
と

共
に
造
り
だ
す
「
キ
ャ
ン
ド
ル
」。
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
に
キ
ャ
ン
ド
ル
を
灯
し
、
未
来
を
灯

す
と
い
う
思
い
を
込
め
て
開
催
し
ま
す
。

　
た
か
し
ま
の
自
然
、
文
化
、
伝
統
・
・
・

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
高
島
の
魅
力
を
皆
さ
ん

と
共
有
し
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
情
を
よ
り
一

層
深
め
て
も
ら
う
機
会
に
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
高
島
で
生
き
る
人
た
ち
が
、
自
分

た
ち
で
高
島
を
つ
く
る
、
高
島
の
進
む
道
を

自
分
た
ち
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
、「
た
か
し
ま
市
民
ま
つ
り
」
に
な
る
よ

う
願
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
主
役
で
す
。
高
島
の
歴

史
を
共
に
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

たかしま市民まつり
with

つながりから絆へ　～つながりから生まれる高島の未来～

●ペットボトルキャンドル事業

ペットボトルを利用したランタン作りや
エコキャンドル作りなどを体験しよう。

○環境啓発ブース
環境について面白く、楽しく体験しながら学ぼう。

○高島特産市
高島の特産品を一堂に集めます。数ある魅力をこの機会に
感じてみませんか？  高島のええもん、そろえまっせ！

○遊び体験ブース
ペットボトルボウリングや凧あげなど、広い会場
を使って、家族みんなで楽しもう！

○おもちゃ交換会
使わなくなったおもちゃを持ち寄ってみんなで交換
しよう。（ぬいぐるみや壊れているものは不可）

○はたらく車大集合！！

いろんな業種の車が集合！この機会に体験しよう！

○市民ステージ発表
毎年開催している、市民ステージ発表！ 今回は趣向を凝らし
たステージを設営します。歌やダンス、今年も盛りだくさんの
内容です !　発表者も観客もみんなひとつになりましょう。

14 時～　開会宣言、オープニングイベント

●未来への光の架け橋
皆さんに作って頂いたペットボトルランタン
や竹ランタンの光が、高島の未来に向けて創
る幻想的な光景を演出します。

まつりの最後は、花火でフィナーレ！ 琵琶
湖の恵みに感謝する気持ちをこめて行うヨ
シたいまつと花火のコラボレーション
は圧巻です！！　

●ヨシたいまつ・打ち上げ花火

たかしま市民まつり実行委員会
　 （25）4207　

８月 24 日土　14 時スタート !! マキノ高原

マキノ高原ヨシたいまつ祭り

夜の部
17 時～

●たかしまは一つへ・・・
太鼓を使って会場全体が１つになるイベント。

アルミ缶を 10個持ってき
ていただいた方にマイ箸を
プレゼント。昼の部

14 時～
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高
島
に
寄
せ
る
思
い

（
市
長
）「
リ
ラ
ッ
ク
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」

高
島
公
演
も
９
回
目
と
あ
っ
て
、
高
島

に
は
何
度
も
お
越
し
い
た
だ
き
あ
り
が

た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
高
島
に
は
ど

ん
な
印
象
を
お
持
ち
で
す
か
。

（
藤
岡
）
高
島
に
は
歴
史
あ
る
場
所
や

多
く
の
文
化
が
あ
り
、
ま
た
湖
と
目
に

眩
し
い
山
の
緑
も
あ
り
、
自
然
豊
か

で
、
毎
回
来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
、
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で

は
、「
サ
ッ
チ
ー
」
と
声
を
か
け
て
く

だ
さ
る
お
客
様
が
お
ら
れ
ま
す
。

　

地
元
の
高
校
生
が
受
付
や
会
場
案
内

な
ど
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
手
伝
っ
て
く
れ

る
の
が
す
ご
く
印
象
的
で
、
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
コ
ン
サ
ー
ト
が
い
い
で
す

ね
。

　

毎
回
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
最
後
に
は
、

高
島
で
生
ま
れ
た
琵
琶
湖
周
航
の
歌
を

演
奏
さ
せ
て
も
ら
い
、
客
席
と
の
一
体

感
を
感
じ
ま
す
。

（
市
長
）
琵
琶
湖
周
航
の
歌
は
当
地
で

発
祥
し
た
の
を
記
念
し
て
、
毎
年
、
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
、
全
国
か
ら

多
く
の
合
唱
団
や
お
客
様
を
お
も
て
な

し
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
も
演
奏
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

西
川
さ
ん
は
、
中
学
校
ま
で
は
旧
高

島
町
で
、
高
校
か
ら
は
東
京
生
活
や
留

学
を
さ
れ
た
と
聞
き
ま
す
が
、
ふ
る
さ

と
高
島
は
ど
う
み
え
ま
す
か
。

（
西
川
）
昨
年
秋
、
留
学
先
の
ベ
ル
リ

ン
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
で
、
現
在
は

東
京
を
拠
点
と
し
て
い
ま
す
が
、
湖
西

線
で
高
島
に
帰
っ
て
く
る
と
、
車
窓
か

ら
見
え
る
湖
と
山
々
が
絶
景
で
、
故
郷

の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま

す
。

　
―
「
リ
ラ
ッ
ク
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
魅
力

（
市
長
）
藤
岡
さ
ん
が
お
考
え
に
な
る

「
リ
ラ
ッ
ク
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
魅
力

と
は
な
ん
で
す
か
。

（
藤
岡
）日
本
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー

ト
は
、
演
奏
者
に
失
礼
が
あ
っ
て
は
い

け
な
い
と
、
堅
苦
し
い
雰
囲
気
が
あ
り

ま
す
。
け
れ
ど
、
私
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

は
も
っ
と
身
近
な
音
楽
だ
と
思
っ
て
お

り
、
お
客
様
が
、
楽
章
間
で
拍
手
を
す

る
こ
と
も
自
由
で
す
。
身
近
に
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
魅
力
に
触
れ
て
も
ら
う
た

め
、
こ
れ
ま
で
の
公
演
で
は
、
指
揮
者

体
験
や
地
元
の
青
少
年
の
吹
奏
楽
や
合

唱
と
共
演
を
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も

ロ
ビ
ー
で
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
、
お
客
様
と
一
緒
に
楽
し
め
る
コ

ン
サ
ー
ト
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

― 

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
藤
岡
）
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
い
う
と
敷
居

が
高
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
一
度
演
奏
を
お
聴
き
く
だ
さ

い
。
関
西
フ
ィ
ル
の
演
奏
家
が
生
身
で

奏
で
る
世
界
を
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
は
地
元
出
身
の
西
川
さ
ん

と
の
共
演
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
聴
き
に

来
て
く
だ
さ
い
。

（
西
川
）
今
回
演
奏
す
る
メ
ン
デ
ル
ス

ゾ
ー
ン
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
は
、

と
て
も
有
名
な
曲
で
、
こ
の
曲
を
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
共
演
す
る
の
は
２
回
目
で

す
。
ふ
る
さ
と
高
島
で
こ
の
名
曲
を
全

楽
章
演
奏
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
本

当
に
光
栄
な
こ
と
で
す
。

　９月 15日に９回目となる関西フィルハーモニー管弦楽団リ
ラックスコンサートが高島市民会館で開催されます。公演を前
に、同楽団首席指揮者　藤岡幸

さち
夫
お
さんと、今回、同コンサート

初のソリストとして共演する高島市出身のヴァイオリニスト 
西川茉

ま り な
利奈さんが７月１日に市役所を訪問され、市長に意気込

みを語られました。

藤岡幸夫さん、西川茉利奈さん

コンサートへの想い語る
藤岡  幸夫
指揮者として世界で活躍し、
数々の賞を受賞。2000 年よ
り関西フィルハーモニー管弦
楽団正指揮者を務め、その後
2007 年に首席指揮者に就
任。NHK 大河ドラマ ｢平清
盛｣ の劇中音楽の指揮など、
活躍の場は枚挙に暇がない。

西川  茉利奈
高島小中学校卒。ドイツ国立
ベルリン芸術大学ディプロマ
課程を首席で卒業。昨年、次
世代を担う期待のアーティス
トに贈られる「滋賀県次世代
文化賞」を受賞。「聴く人の
心を揺さぶるダイナミックで
情熱的な演奏」が魅力。

●日時　９月 15 日（日）14 時 30 分開演●場所　高島市民会館●料金　１階指定席　３，０００円　　　　２階自由席　２，５００円　　　　高校生以下　２，０００円
高島市民会館　 （22）1764

※当日券は
　500円増

 関西フィルハーモニー管弦楽団リラックスコンサート

前売券
発売中

市内
文化ホールで

高島市出身ヴァイオリニスト関西フィルハーモニー管弦楽団

首席指揮者

お知らせ拡大版
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20時30分～


